
(57)【要約】
【課題】　乾燥性及び剥離性にすぐれ、また皮膚への刺激を緩和することができるエアゾ
ール組成物を得る。
【解決手段】　硝化綿から成る皮膜形成剤と可塑剤とエステル系溶剤と低級アルコールと
噴射剤とを含み、硝化綿は、０．５～３０質量％の含有量を有し、可塑剤は、０．２～１
５質量％の含有量を有し、エステル系溶剤は、１０～５０質量％の含有量を有し、低級ア
ルコールは１～２０質量％の含有量を有する。硝化綿は、溶剤に溶解し易いので、エアゾ
ール組成物を皮膚上に噴霧すると、薄く均一の皮膜を形成することができ、乾燥性及び剥
離性も向上する
【選択図】　　　　なし 10

JP 2005-281167 A 2005.10.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
硝 化 綿 か ら 成 る 皮 膜 形 成 剤 と 可 塑 剤 と エ ス テ ル 系 溶 剤 と 低 級 ア ル コ ー ル と 噴 射 剤 と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 で あ っ て 、 前 記 硝 化 綿 は 、 ０ ． ５ ～ ３ ０ 質 量 ％ の 含 有
量 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 で あ っ て 、 前 記 可 塑 剤 は 、 ０ ． ２ ～ １ ５ 質 量 ％
の 含 有 量 を 有 し 、 前 記 エ ス テ ル 系 溶 剤 は 、 １ ０ ～ ５ ０ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 し 、 前 記 低 級 ア
ル コ ー ル は 、 １ ～ ２ ０ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に 薬 効 成 分 を 配 合 し て 得 ら れ た こ と を
特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に 関 し 、 更 に 詳 細 に 述 べ る と 、 皮 膚 の 患 部 に 噴 射 し て 患 部
を 覆 う 保 護 皮 膜 を 形 成 す る の に 好 適 な エ ア ゾ ー ル 組 成 物 及 び こ の 組 成 物 を 用 い た 外 用 剤 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 一 般 に 用 い ら れ て い る 粘 着 絆 創 膏 は 、 皮 膚 に 貼 り 付 け て 使 用 さ れ る の で 、 そ の 粘
着 層 は 、 皮 膚 に 確 実 に 接 着 す る 高 い 接 着 性 と 共 に 、 剥 離 損 傷 に よ る 皮 膚 へ の 刺 激 や か ぶ れ
を 生 ず る こ と が な い 性 質 を 有 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 絆 創 膏 の １ つ と し て 液 状 絆 創 膏 が あ る が 、 一 般 の 液 状 絆 創 膏 に お い て 、 患 部 に
直 接 塗 布 し て 使 用 さ れ る 形 態 の も の は 、 皮 膚 に 液 状 皮 膜 成 分 を 塗 布 し た 後 、 こ れ を 指 で 引
き 延 ば す こ と が 必 要 で あ る の で 、 皮 膜 の 形 成 が 煩 雑 で あ る 上 に 引 き 延 ば し て も 皮 膜 を 均 一
に す る こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 近 、 エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に 種 々 の 薬 効 成 分 に 配 合 し て 皮 膚 上 に 噴 霧 し て 疾 患 治 療 用 の 薄
い 皮 膜 を 形 成 す る エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 は 、 皮 膜 形 成 剤 と し て 溶 剤 に 難 溶 性 で あ る ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー
が 用 い ら れ て い る の で 、 被 覆 か ら の 剥 離 性 が 低 く 、 ま た 溶 剤 の 量 を 多 く す る と 、 乾 燥 性 が
悪 く 、 皮 膚 が い つ ま で も べ た つ い て 使 用 感 が 悪 い 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー の 配 合 に よ る 欠 点 を 回 避 す る た め に 、 ア ク リ ル 系 ポ リ マ
ー の 皮 膜 形 成 剤 を 含 有 す る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に 環 状 シ リ コ ー ン オ イ ル を 配 合 し た エ ア ゾ ー
ル 組 成 物 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） や 多 価 ア ル コ ー ル を 配 合 し た エ ア ゾ ー ル 組 成 物 （ 特 許 文 献 ３
参 照 ） が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 い ず れ の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 も 皮 膜 形 成 剤 と し て ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー を 依 然 と し
て 配 合 し 、 こ の ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー の 有 す る 難 溶 性 を 環 状 シ リ コ ー ン オ イ ル 又 は 多 価 ア ル
コ ー ル の 配 合 に よ っ て 調 節 す る の で 、 ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー の 配 合 量 に 応 じ て 環 状 シ リ コ ー
ン オ イ ル 又 は 多 価 ア ル コ ー ル の 配 合 量 を 設 定 し な け れ ば な ら な い 上 に 、 依 然 と し て 乾 燥 性
が 低 い 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ － ２ ３ ０ ５ １ ４ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ０ ８ ２ １ ４ ２ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ２ ９ １ ０ ５ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る １ つ の 課 題 は 、 乾 燥 性 及 び 剥 離 性 に す ぐ れ 、 ま た 皮 膚 へ の 刺
激 を 緩 和 す る こ と が で き る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 他 の 課 題 は 、 乾 燥 性 及 び 剥 離 性 に す ぐ れ 、 ま た 皮 膚 へ の 刺 激
を 緩 和 す る こ と が で き る エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 課 題 解 決 手 段 は 、 硝 化 綿 か ら 成 る 皮 膜 形 成 剤 と 可 塑 剤 と エ ス テ ル 系 溶 剤
と 低 級 ア ル コ ー ル と 噴 射 剤 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 課 題 解 決 手 段 に お い て 、 硝 化 綿 は 、 ０ ． ５ ～ ３ ０ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 す
る の が 好 ま し く 、 ま た 可 塑 剤 は 、 ０ ． ２ ～ １ ５ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 し 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 は
、 １ ０ ～ ５ ０ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 し 、 低 級 ア ル コ ー ル は １ ～ ２ ０ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 す る
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 課 題 解 決 手 段 は 、 上 記 の 第 １ の 課 題 解 決 手 段 に よ る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に 薬
効 成 分 を 配 合 し て 得 ら れ た こ と を 特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 は 、 ア ク リ ル 系 ポ リ マ ー に 比 べ て 溶 剤 に 溶 け や す い 硝 化 綿 を
皮 膜 形 成 剤 と し て 用 い て い る の で 、 溶 剤 の 量 を 多 く す る 必 要 が な く 、 乾 燥 性 及 び 剥 離 性 に
す ぐ れ 、 ま た 低 級 ア ル コ ー ル は 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 の 助 溶 剤 と し て 硝 化 綿 の 溶 解 を 促 進 す る
上 に 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 が 皮 膚 に 刺 激 を 与 え る の を 緩 和 し て 皮 膚 の 患 部 の し み 込 み に よ る 痛
み を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 述 べ る と 、 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 は 、 既 に 述 べ た よ う
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に 、 硝 化 綿 か ら 成 る 皮 膜 形 成 剤 と 可 塑 剤 と エ ス テ ル 系 溶 剤 と 低 級 ア ル コ ー ル と 噴 射 剤 と を
含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 硝 化 綿 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ７ ０ ３ の 工 業 用 ニ ト ロ セ ル ロ ー ス 等 が あ り 、 エ ア ゾ ー ル の 適 正 な
粘 性 と 噴 霧 特 性 と 高 い 透 明 性 と を 得 る た め に 比 較 的 重 合 度 が 低 い も の が 好 ま し い 。 典 型 的
に は 、 一 般 に 市 販 さ れ て い る 硝 化 綿 ラ ッ カ ー の 如 き 塗 料 と 同 じ 成 分 の も の を 用 い る こ と が
で き る 。 こ の 硝 化 綿 は 、 ０ ． ５ ～ ３ ０ 質 量 ％ の 配 合 量 、 好 ま し く は 、 ２ ～ １ ５ 質 量 ％ の 配
合 量 を 有 す る 。 配 合 量 が ０ ． ５ 質 量 ％ よ り 少 な い と 、 エ ア ゾ ー ル の 粘 性 が 低 く 接 着 性 が 低
下 し 、 ま た ３ ０ 質 量 ％ を 越 え る と 、 エ ア ゾ ー ル の 粘 性 が 高 く な っ て 気 泡 が 発 生 し 、 均 一 な
被 膜 を 得 る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 可 塑 剤 は 、 被 膜 に 柔 軟 性 を 付 与 す る も の で あ り 、 好 ま し い 可 塑 剤 と し て は 、 ひ ま し 油 、
ア ジ ピ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ス テ ア リ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ハ ッ
カ 油 、 １ － メ ン ト ー ル の １ つ 又 は 複 数 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 可 塑 剤 は 、 ０ ． ２ ～ １
５ 質 量 ％ の 配 合 量 、 好 ま し く は ２ ～ ５ 質 量 ％ の 配 合 量 を 有 す る 。 配 合 量 が ０ ． ２ 質 量 ％ よ
り も 少 な い と 、 皮 膜 が 硬 く 、 乾 燥 後 に も ろ く な り 、 １ ５ 質 量 ％ を 越 え る と 、 皮 膜 が 軟 ら か
く な り す ぎ て べ た つ き を 生 ず る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 エ ス テ ル 系 溶 剤 は 、 硝 化 綿 を 溶 解 す る 主 溶 剤 で あ り 、 こ の 溶 剤 と し て は 、 酢 酸 メ チ ル 、
酢 酸 エ チ ル 、 酢 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 酢 酸 ブ チ ル 、 酢 酸 ア ミ ン 、 乳 酸 エ チ ル 、 酢 酸 セ ロ ス ル ブ
等 を 用 い る こ と が で き る 。 臭 気 や 乾 燥 性 を 考 慮 す る と 、 酢 酸 メ チ ル 又 は 酢 酸 エ チ ル が 最 適
で あ る 。 な お 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 に 限 定 し た 理 由 は 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 、 メ チ ル イ ソ プ チ
ル ケ ト ン 、 ジ ア セ ト ン ア ル コ ー ル 等 の ケ ト ン 類 や メ チ ル セ ロ ソ ル ブ 、 エ チ ル セ ロ ソ ル ブ 等
の セ ロ ソ ル ブ 類 の 如 き 中 沸 点 又 は 高 沸 点 の 溶 剤 は 、 乾 燥 性 が 低 く 皮 膚 へ 使 用 す る こ と が で
き な い た め で あ る 。 エ ス テ ル 系 溶 剤 は 、 １ ０ ～ ５ ０ 質 量 ％ の 含 有 量 を 有 す る 。 配 合 量 が １
０ 質 量 ％ よ り も 少 な い と 、 硝 化 綿 の 溶 解 が 充 分 で な く 、 エ ア ゾ ー ル 原 液 の 粘 度 が 高 く 容 器
へ の 充 填 が 容 易 で は な く 、 ま た ５ ０ 質 量 ％ よ り も 多 い と 、 噴 霧 し た 時 に 形 成 さ れ る 皮 膜 の
硝 化 綿 濃 度 が 低 す ぎ て 皮 膜 の 形 成 の 失 敗 を 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 低 級 ア ル コ ー ル は 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 の 助 溶 剤 と し て 硝 化 綿 の 溶 解 を 促 進 し て 液 の 粘 度 を
低 下 し エ ア ゾ ー ル と し て の ミ ス ト 性 を 向 上 し 均 一 の 皮 膜 を 得 る 目 的 で 配 合 さ れ て お り 、 ま
た こ の 低 級 ア ル コ ー ル は 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 が 皮 膚 に 与 え る 刺 激 を 緩 和 す る 作 用 も 有 す る 。
低 級 ア ル コ ー ル と し て は 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル ン を 用 い る こ と が で き る
。 ブ タ ノ ー ル 等 の 炭 素 数 が ４ 以 上 の ア ル コ ー ル は 、 乾 燥 が 遅 い 上 に 臭 気 を 伴 う の で 特 に 室
内 で 使 用 さ れ る エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に は 好 ま し く な い 。 こ の 低 級 ア ル コ ー ル は 、 エ ス テ ル 系
溶 剤 の 配 合 量 と の バ ラ ン ス を 考 慮 し て 配 合 さ れ 、 こ の 低 級 ア ル コ ー ル の 配 合 量 は 、 １ ～ ２
０ 質 量 ％ で あ り 、 好 ま し く は 、 ５ ～ １ ０ 質 量 ％ で あ る 。 配 合 量 が １ 質 量 ％ よ り 少 な い と 、
硝 化 綿 の 溶 解 が 不 充 分 あ り 、 ２ ０ 質 量 ％ よ り 多 い と 、 硝 化 綿 濃 度 が 低 く 、 均 一 な 皮 膜 を 形
成 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 噴 射 剤 は 、 硝 化 綿 を 溶 解 し て 噴 射 す る 成 分 で あ り 、 ジ メ チ ル エ ー テ ル （ Ｄ Ｍ Ｅ ） の 如 き
可 燃 性 ガ ス を 単 独 で 使 用 す る こ と が で き る が 、 こ れ に 液 化 石 油 ガ ス （ Ｌ Ｐ Ｇ ） を 配 合 す る
と 、 Ｄ Ｍ Ｅ の 溶 解 性 と Ｌ Ｐ Ｇ の 噴 射 性 と が 相 俟 っ て 硝 化 綿 等 の 噴 射 特 性 を 向 上 す る こ と が
で き る の で 好 ま し い 。 噴 射 剤 の 配 合 量 は 、 ミ ス ト を 形 成 し 皮 膚 上 に 付 着 し た 際 に 垂 れ が 生
ず る こ と が な い 程 度 に 適 宜 に 設 定 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ｅ と Ｌ Ｐ Ｇ と を 混 合 す る 場 合 に は 、 そ の 混
合 比 は 、 ５ ： ５ ～ ９ ： １ と す る の が 好 ま し い 。 Ｌ Ｐ Ｇ 単 独 で は 、 硝 化 綿 と の 相 溶 性 が 低 く
硝 化 綿 が ゲ ル 化 し 、 正 常 に 噴 射 す る こ と が で き な い の で 使 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 は 、 皮 膜 形 成 剤 と し て 溶 剤 に 溶 解 し 易 い 硝 化 綿 を 使 用 す る の
で 、 こ の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 を 皮 膚 上 に 噴 霧 す る と 、 薄 く 均 一 の 皮 膜 を 形 成 す る こ と が で き
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る 上 に 、 乾 燥 性 及 び 剥 離 性 も 向 上 す る 。 ま た 、 硝 化 綿 を 溶 解 す る た め に 、 エ ス テ ル 系 溶 剤
と 低 級 ア ル コ ー ル と を 併 用 す る の で 、 硝 化 綿 の 溶 解 性 を 向 上 す る 上 に 、 エ ス テ ル 系 溶 剤 が
皮 膚 に 与 え る 刺 激 を 低 級 ア ル コ ー ル が 緩 和 し て 使 用 感 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 は 、 そ れ に 適 宜 の 薬 効 成 分 を 配 合 し て エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 に
利 用 す る こ と が で き る 。 配 合 さ れ る べ き 薬 効 成 分 と し て は 、 塩 化 ベ ン ゼ ト ニ ウ ム 、 酸 化 亜
鉛 、 ア ラ ン ト イ ン の 如 き 皮 膚 保 護 剤 、 殺 菌 消 毒 剤 及 び ／ 又 は メ ン ト ー ル 、 α － カ ン フ ル の
如 き 皮 膚 刺 激 剤 が あ る 。 こ れ ら の 成 分 は 、 エ ア ゾ ー ル 組 成 物 に ０ ． ０ ０ ０ １ 質 量 ％ ～ ５ 質
量 ％ の 配 合 量 で 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 は 、 通 常 の エ ア ゾ ー ル 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 硝 化 綿 と 可 塑 剤 と を エ ス テ ル 系 溶 剤 と 低 級 ア ル コ ー ル と の 混 合 物 に 溶 解 し た
後 、 こ れ ら を ア ル ミ ニ ウ ム 缶 に 充 填 し 、 バ ル ブ を 介 し て 噴 射 剤 を 圧 入 し て 製 造 す る こ と が
で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の ２ つ の 実 施 例 を １ つ の 比 較 例 と 共 に 述 べ る と 、 実 施 例 １ 、 ２ 及 び 比 較 例 １ に お
い て 、 エ ア ゾ ー ル 組 成 物 の 成 分 及 び そ の 配 合 量 を 表 １ に 示 す よ う に 設 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 １ 及 び ２ の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 を 皮 膚 上 に 噴 霧 し た と こ ろ 、 乾 燥 性 が 良 好 で あ る 上
に 透 明 性 の あ る 柔 軟 な 被 膜 を 得 る こ と が で き た が 、 比 較 例 １ の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 を 皮 膚 上
に 噴 霧 し た と こ ろ 、 液 垂 れ が 生 じ 、 被 膜 濃 度 が 薄 く 充 分 な 付 着 性 を 有 す る 皮 膜 を 得 る こ と
が で き な か っ た こ と が 確 認 さ れ た 。 こ れ は 、 実 施 例 １ 及 び ２ の エ ア ゾ ー ル 組 成 物 は 、 溶 剤
に 良 好 に 溶 解 す る 硝 化 綿 を 皮 膜 形 成 剤 と し て 使 用 し て い る の に 対 し て 比 較 例 １ の エ ア ゾ ー
ル 組 成 物 は 、 溶 解 性 が 低 い ア ク リ ル 樹 脂 を 皮 膜 形 成 剤 と し て 使 用 し て い る た め で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 皮 膚 上 に 噴 霧 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 皮 膜 の 付 着 性 、 乾 燥 性 及 び
剥 離 性 が 向 上 し 、 特 に 薬 効 成 分 を 添 加 し て 液 状 絆 創 膏 等 の エ ア ゾ ー ル 型 外 用 剤 と し て 好 適
に 利 用 す る こ と が で き る 。
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